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本論文では，美術の学習における

文章表現の役部に焦点を当てるアー

トライティング教育を提唱し今後

の研究発展の基礎となる，研究アプ

ローチと適用形態についての枠組み

を提示した。また，後期中等教育の

ア}トライティング振興を自指すエ

ッセイコンテストの基本設計につい

て，学校教育の実態と今後の美術領

域の社会的展開をともに視野に入

れ，制作体験，作品探究，芸術支援

という三種のジャンルを基礎とする

観点を論じた。さらに，コンテスト

の創設と実施を通して，高校生が実

際にア}トエッセイの執筆において

一定以上の成果に到達できることを

実証し，教青現場で生徒と教師の活

発な取り組みを生み出しつつあるこ

とを明らかにした。
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1.目的と背景，ならびに方法

筆者は先に「美術について体験したことを，

言葉に響いて人に伝えることJをアートライ

テイング (artwriting) と呼び， r奨術に関

する学習の深化・共有・定着をはかる上で，

言葉による患考を促し，文章表現の過程を穣

掻的に用いることJをアートライティング教

育の定義として提案した 1)。アートライテイ

ング教育研究は，美術教育の新たな局面から

の振興を図る上で これまで必ずしも重要視

されてこなかった文章表現の役割についてあ

えて着目し，学習者が美術との出会いで生じ

た自らや人々の変化を，言葉を通して一歩深

く考え，人と経験を共有し，自らの認識・記

憶・行動等に生かしていくための理論や方法

を，多角的に追究するものである O

本論文では，後期中等教育におけるアート

ライティング教育を中心に扱う O 特に，そ

の振興策として実施したエッセイコンテス

ト2)の構想と結果をもとに検討し，その可能

性と課題を示す。その背景は第一に，大学に

おける専門教育の前段階の基礎学力という側

面から，大学入学前の後期中等教育における

教育開発が必要とされるという点である。こ

れには理論系と実技系の両者における課題が
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考えられる O すなわち，前者としては，美術

理論や芸術の支援活動に有能な学生の関心を

集め，その基礎教育の振興をはかることによ

り，我が閣における芸術環境の形成をリード

する人材養成のj替を充実させることであるo

後者としては，芸術家を志望する学生にとっ

て， 自分の作品のコンセプトを発展させ，社

会とコミュニケーションを進める能力開発の

上で，曹葉で表現することの必要性を早期か

ら認識していくことが必要とされるという点

であるo

第二に，高等学校の普通教育という視点に

立ってみれば，まもなく社会に出て市民にな

る，必ずしも芸術専門家への道を進まない

人々に，卒業までに奨術学習の意義をとらえ

直す機会を提供していきたい。芸術の世界を

支える社会構成員一般へ向けて働きかけ，ま

た彼らからの芸術への参画の意識を広く醸成

するという使命である。

第三に，後期中等教育段階こそ，言葉での

思考の難しさという墜に直面しながら，自ら

の思考の骨格を作ることに取り組むべき時期

であり，そのためにエッセイ執筆などの独立

した課題に挑戦できる段階であるととらえる

からである O この点は奨術を題材とする論述

に隈られる訳ではないが 人間精神の精華と

しての奨術が，若者の自由で深い思索を促す

上でどのような働きをなし得るか，美術教育

に携わるものの繰越として追究していきた

し ~o

一部の制:究者の中には 早くから美術教育

における言言語活動の軽視について，その問題

を指摘した例も存在する o 1991年に}11島芳

子は. rr作れば，そこに人間的成長がみられ

るjと考えるのは早計である」と指摘し，言

籍とイメージの相互作用に着目する観点と発

遼段階への考愚から，特に中学生にとって

は「単なる体験や実感だけではなく，言語活

動を駆使した奨術教育の方法となるべき」と

主張している 3)。川島論文は言語学者等の複
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数の見解を総合して，教育における言語活動

の重要性を引き出すものであり具体的な学習

方法の提示はないが [言語も造形も合わせ

た表現活動J4)の f補完」というように，作

品制作と言語活動とを併置する点に特徴があ

る。前期中等教育段階における指導を想定し

た提言であることもこの主張に影響している

であろう O

次に後期中等教育における授業実践につい

て『美術教育学j掲載の 4論文を参照して

みたい。江口善之は鑑賞教育の方法について，

イコノロジー，造形分析，模写，建築などの

指導法の例を示した後，宿題として課す[鑑

賞レポート jにわずかに言及し. r自分なり

に言葉に置き換えるJことにより鑑賞の「成

果をより確かなものjにするとともに教師が

生徒の「生の声を開く J上で「貴重な資料j

と指摘している 5)。

橋本繁による高等学校での指導例では，

として木材による心の内面の立体表現を扱っ

たものであるが，作品制作の導入として fイ

メージづくりJを充実させるために，心に浮

かぶ言葉(おそらく単語や複合語)を書き出

させ，それらからの選択や組み合わせから，

各自の制作のねらいを明確にさせる，という

方法が紹介されている 6)。

賀J11忠の論文は，高等学校の 2年間にわ

たる指導計暫全般を振り返ったものである

が，その中に「新聞形式のレイアウトJでレ

ポートを作成する例と レポートの一部に作

品模写を含む例などを「ビジュアルな構成j

のレポートとして結介している 7)0

蝦名敦子の論文句は，高等学校におけるコ

ラージュ作品制作を紹介したものであり，文

章表現への自覚的な取り組みは言及されてい

ない。ただし，生徒作品を解釈・紹介する中

で，彼らが作品につけた題名を一つのよりど

ころにしてそのメッセージを読み解く手法が

見られ，その意味では，イメージと題名(短

文)の複合的な表現の様拐をもっているとい



うこともいえるo

なお，美術教育におけるコンテストに関連

する研究としては，高橋敏之が主として絵画

指導の観点から歴史と現状を分析して，児童

生徒の入賞が教師の業績評価と結びつくこと

などの弊蓄を指摘し 教育者の自覚を促して

いる 9)。本研究においても将来にわたって留

意すべき観点であると考える。

上記の諸研究に見られるように，これまで，

言語活動の重要性に関する指摘や，高等学校

での実践事例におけるアートライティングの

部分的な活用についての言及は克られるが，

独立したアートライテイング教育の具体的な

振興活動に取り組む研究は未発達であり，本

研究はその萌芽となることを意図するもので

ある D

またこれまでの奨術教育において歴史と実

繍のある絵画コンテストに対して，本研究は

論述の分野での新規開拓の可能性を実際のプ

ロジェクト運営をもとに探るものであるo 次

節でまずアートライティング教育研究の全体

的な枠組みについて提示し，それを基礎に，

プロジェクトの企画構想と結果を振り返りな

がら考えていく o

2.アートライテイング教育研究の

枠組み

(1)研究アプロ}チの位置づけ

アートライティング教育の研究という概念

を設定する場合，その全体構造としては，複

数のアプローチが相互に関連するような複合

的な枠組みが想定される o 現時点で考えられ

る例を挙げると，第一に美術教育史からのア

プローチであり，過去の我が国および調査可

能な諸外留においてこれまで実施されてきた

教育の中に埋もれている，アートライテイン

グの先例となるような事例を見つけ出してそ

の方法，背禁，特徴，役割等を明らかにし，

現代における展開を採る上での基礎資料とし

ていくことである。

第二に現状調査であか実際の教育現場に

おけるアートライテイングに関連する学習活

動の実態や，今後の導入の可能性，課題等に

ついて明らかにしていくことである。第三に

言語活動・文章表現と美術学習の関連につい

ての基礎的研究である。第四に実践適用であ

り，教育方法の開発や事例収集，教育開発の

振興プログラムの推進などが考えられる o ま

た，これら 4種のアプローチのそれぞれに，

学校の種類や年齢段階などの区分， またそれ

ら相互の関連が考えられるであろう D

この枠組みによれば筆者はこれまでのと

ころ，第二の現状調査と第四の実践適用にお

いて，後期中等教育における振興プログラム

を通した開発促進と事例収集にある程度着手

した地点にいるといつことが言える D 本論文

はその地点において明らかになった課題と可

能性を考えるものである O

(2) アートライティング教育の適用形態

先にアートライティング教育の一般的な定

義を提示したが，実際の適用場面では，さら

にいくつかの段階や用面が想定しうる O 第一

に，学習過程においてノートやワークシート

等に教師の指示に従って 短い言葉で記述す

る活動である O その目的は 作品制作の過程

においては，構想の過程での覚書，作品に対

する自己評価，他の学習者との相互評価とい

うような場合が考えられる D また，教師の用

意した質問に答えながら鑑賞を進めるような

学習も行われているであろう o これらの過程

では，通常，ワークシート等に書かれた短文

は，作品制作や鑑賞活動をよりよく進めるた

めの補助的な役割をす豆っている。このような

場合を，仮に f補助的アートライテイングJ

と分類する O

ここでは，教却にも学習者にもアートライ

ティングを行っているという自覚は必ずしも

明確で、はない。しかしながら学習過程を意識

的にとらえなおすための振り返りとして，ま
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た教師と学習者が学習過程を共有するための

交流地点として，言語による認識が部分的に

使用されているということはでき，学濯の成

否を「才能Jや「独創性Jという説明因襲撃ごと

領域に預けてしまうという問題に対しても一

定の責任ある対応を示す役割を担っているo

先に指摘した橋本の実践例 10)で生徒によ

って作り出される短文は 制作の最初期にの

みイメージ誘発の役割を果たすようであり，

その後の過程における作用は特に示されてい

ない。その意味で作品制作の学習における

一つの典型的なf補助的アートライティングj

の例である O

第二に，調べた美術家や美術作品について

の紹介を文章と図版レイアウト等により工夫

して掲示・展示するような例も見ることがで

きる O 展覧会企画を生徒が書く場合も想定で

きるであろう。そこでは文章による美術の探

究が第一の宮的ではないが，複合的なメディ

アの中で， また一連のプロジェクトの進行や

プレゼンテーションにおいて，言葉による思

考がより重要な役割を果たしている O

このような場合を，仮に「複合的アートラ

イティングjと分類する O 先の実践事例で言

えば，実JlIによる「ピジ、ユアルな構成のレポ

ートJ11)が，この形態に相当する O

第三に，美術に関する調査レポートや小論

文，エッセイなど ひとまとまりの文章とし

てのテーマをもち ある程度の分量をもって

独立して文章表現として成り立っている場合

を， 1.反には虫立アートライティング」あるい

は単に「アートライテイングjとし，本論文

では特にこの学習形態を中心に扱う O

作品制作が終わったあとや鑑賞のあとに書

く，いわゆる「感想文jが，この範障に含ま

れるか，あるいは「補助的アートライティン

グjと考えられるかどうかは，その文章表現

の独立性と，学習者の発達の程度によるとい

うことカぎできるであろう。たとえば，イ乍品制

作の体験について書いた場合，独立したアー
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トライテイングでは その作品がよくできた

かどうかという問題とは独立して，その文寧

による探究で奨術についてどれだけよく認識

できるようになったかが重視される。

鐙設の過程では，対象作品について教師が

用意した知識や理解の範!留から独立した探究

を行おうとしているかどうかも， -'0の観点

になりうる o いずれの場合も，独立した探究

を行うためには，一定程度以上の文章の長さ

が必要であり，その程度は年齢や発遼の度合

いによるであろう o 先の江口による鑑賞レ

ポートの実践事例 12) は，高等学校における，

ある程度独立したアートライティング活動の

日常的な展開の例であると見ることができ

るo

以上のような前提をもとにするならば，ア

ートライティング教育は， IIJ高広い年齢段階で，

また様々な学習場面で補助的にせよ，複合的

にせよ，作用しうるものであり，そのような

広がりと多様性を含みうるものであるととら

えることができるo 個別の研究の展開におい

てはその範聞と位置づけを明確にする上で，

学習者の属性(例えば校種や年齢段階)と，

上記のアートライティングの形態分類を組み

合わせて用いることも一つの手段で、あろう O

3.コンテストの基本設計

(1)学習実態から基本構想へ

筆者は2005年に「高等学校におけるアー

トライテイングの教育に関する調査jを全国

1041校の高等学校を対象に実施した 13)。そ

の集計結果の一部について既に発表している

が14)，新設のアートエッセイコンテストの

枠組みを設計する上でも重要な要素となった

ので指摘する。

第一に，美術の授業等における制作体験の

振り返りとしてのアートライテイングの可能

性である O 調査結果では自分の作ったアート

作品について生徒が書く活動が，美術鑑賞と



して蕃く活動に比較して普及率が高く，学校

現場における実態の最も顕著な特徴をなして

いる 15)。また教師の意識の上でも，アート

ライテイング教育による生徒の作品制作への

影響について，予想外に高い肯定意見があっ

たことが注目される 16)。

第二に，アートライテイング教育への期待

と実施上の課題である。多くの自答者がコン

テストやアートライティング教育の趣旨に賛

同や意欲を示す一方，関心はありながらも時

間の不足や制作活動が中心のカリキュラム等

を理由に実施上の思難を表明する例が見ら

れ，この運動を促進するよでの課題の一つが

明らかとなった問。

上記調査結果のうち第一の観点は，コンテ

ストの「制作体験Jr作品探究Jr芸術支援」

の三つの応募枠の設定に反映された。一般に

美術について論述する場合 美術作品につい

て書くこと(ここでは f作品探究J) が想定

されるが，生徒自身の作品制作の振り返り(こ

こでは制作体験)を独立したジャンルとして

打ち出すことによって現場での活動を支持

しそこからの広がりを導くことを意図した

のである D また，美術に関する社会的な活動

(ここでは「芸術支援J)への参加は調査結果

では非常に少数であったが この点について

は逆に応募枠の設定を通してこの分野への認

識を高めていく方針をとった。

調査結果の第二の観点からは，限られた美

術科の授業時間数等の状況や， さらに美術科

目を開設していない学校の存在などを考える

と，美術の授業内のみでなく，総合的な学習

の時間や課外活動，自主研究など，多様な機

会に取り組むことが現実的であるという認識

がより明確になった。

また，他教科の教締の協力を誘発するなど，

コンテストへの取り組みを 美術科の授業内

のみで終わらせず，全校的な波及が起きる可

能性が期待される G コンテスト形式をとるこ

との利点をこうした側面に生かし，各学校で

の美術に関する認識や地位の向上に寄与する

ことを運動の一つの側面と考えたo

そのほか，問コンテストの特色として，高

校生が美術に関する自分自身の体験に基づい

くという原則を打ち出した。先の築態鯛

査でも，美術作品の実物を見て響く割合は商

いとは蓄えない。生徒の居住地域によてコて奨

術作品に接する機会に涯はあると患われる

が，生徒の身近な地域での直議経験を奨励し

fこ。

奨術作品やその現場に藍接取材して醤:くこ

とは，美術に関する論述活動の基本;と恩われ

るo 既に議事かれた文章を読み，知識や視点を

得ることは重要であるが，それのみで他人の

見解をつなぎ合わせたような実体験のない雷

論の教育は避けるべきである O 一方，制作体

験，芸術支援においては，実体験に基づくこ

とはほぼ確保されるので，むしろその体験を

客観的にとらえ直し 伝えることが求められ

るであろう o

(2)制作体験

第 l図コンテストの応募集内には， r制作

体験jのジャン jレの説明として「自分がつく

ったアート作品について そのアイデアやプ

ロセス，意義などについて，感じたことや考

えたことなどを書きます。Jと記し，学習者

自身の作品制作を振り返って書くことを設定

した。いわばアーテイスト自身による自らの

制作過殺に関する考察である O

美術表現の過程は言語には表現できない独

自の世界である， という面のみにとらわれる

と，論述作業が作品制作の障害と受け止めら

れる可能性もある O しかし例えば，学習者が

自分の感情を麗面にぶつけたような表現主義

的な制作活動も，芸術とはそのように激しい

個人の内面を直接に表現する活動でもあり得

るという了解が，言語も介した文化の枠組み

として認識されているから可能になることで

ある D

また，偶人のどのような経験を作品に表現
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するか， どのような様式や材料，手JI援をとる

かについて，既存の知識も用いて思考する過

程で，言語イとされないレベルも含めて，学習

者の内面では何らかの自己との対話 18)が行

われていると想定してよいであろう。それら

の偲人的表現の過程を 他者とも共存可能な

文章の形にして開いていくことによって，作

品制作の結果的のみによってではなく，むし

ろその過程において試行錯誤した経験そのも

のの意義を考えるようになることを目指す。

先の調査結果では，学校では制作の意図な

どを書く活動が最も普及している点を指摘し

たが，おそらくその多くは補助的アートライ

ティングとして短文を記録するものであり，

それらをエッセイとして構成された文章に発

展させるためにはさらなる飛躍が必要で、あ

るO

コンテストの実施に際して高等学校に配布

したパンフレット Wartwri red 19)では，この

ジャンルについての生徒へのアドバイスとし

て，次の 3点を強調した。第一に，制作過

程を記録することの奨励である o Iアイデア

の発展，参考にしたことや影響を受けたこと，

失敗・やり直し・意外な発見，表現技法，人

の意見や感想、， 自己評価」などを列挙した。

変転していく制作過程を記録する行為のも

つ教育的意義については かつて小津基弘

によって提唱されているが20) 小津の場合，

イメージの記録として連続するドローイング

や写真を用いるのに対し，本研究では，アー

トライティング教育における言葉による自己

省察への準備ととらえていく O

第二に，文章作成の指導としては当然であ

るが，エッセイで伝えるテーマを絞ることで

ある O 実際に多様な出来事が生起し，その解

釈も一通りではない雑多な複合経験が制作過

程の特質でもある O その経験をそのままでは

なく，独立した一つの文章作品として成立す

る思索の過程を提示するために，意図を持っ

て構成することの必要性を強調したものであ
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第三に，本人の行為や心の動きがイ云わるよ

うにイメージ豊かに具体的に響くことの奨

励であるo 自には克えにくい内面の動きを，

Bに見える作品やそれに携わる行為の形で諮

ることができるのが 奨術の制作体験を対象

にする利点であるo 地者には間こえない自己

の内面における対話の具体的義付けを，制作

過程にあって生成発展しつつある作品との対

話として示すことによって，自ずと主観と客

観の関の往復によって思衰を深めることがで

きれば， と構想した。

(3)作品探究

「作品探究jのジャンルについてコンテス

トの応募案内には 「自分が実擦に見たアー

ト作品について，できる限り詳しく観察し，

関連情報を調べ，深く味わい，感じたことや

考えたことを書きます。Jと提示しt.:.o この

指示の中には，本コンテストにおける作品探

究の基本方針が盛り込まれている D

第一に実体験の奨励を基本とする点であ

る。パンフレット rart wrired では，酉廊

や美術館などに自ら足を運ぶことは当然、とし

て，現代の作家であれば，直接取材やインタ

ピュー，地域在住の芸術家や，地域に残る文

化遺産などを取材対象の例としてあげ，直接

体験の質を深める努力と工夫を求めたD

第二に，観察や関連情報という客観的事実

と，鑑賞の内的体験の両面を重視する点であ

るo また内面の活動においても「感じたこと」

と「考えたことJというように心情と思索の

両面を併記した。事-実と結びついた説明のな

い独断的な感情や印象，また人間の心の動き

への関心を欠いた知識の羅列，このようなど

ちらか一方に偏った活動ではなく，感情と知

識，感覚と思考，主観と客観の問題を，一方

に分裂することなくとらえようとする視点

を，美術を通して育てることが必要との観点

からであるo

このジャンルの基本方針の背景としては，



古典的ではあるが.美術批評の学習論のテキ

ストで紹介されるような基本的な緒段階を想

定した 21)。すなわち.詳細な観察による客

観的な事実認定の過程が学習者に蕪思議な

即断を回避させ，より説得力のある解釈や判

断をもたらすための基盤となるとともに読

者との共通理解のよりどころとなる。また，

制作技法に関する体験や知識という点におい

て，作品制作の学習との関連が生きる機会も

あり得るであろう O 一方で，解釈や判控rrには，

対象とする作品の背景についての学習が重要

な場合もある O

その上で，学習者は自らにとってその作品

はどのような意味や価値を持つかを，試行錯

誤しながら探る D その過程においては，言葉

になりにくい微妙な違和感であったり，素朴

で突飛な思いつきであったりしても， 自分が

感じた事実として受け止め，これまで集めた

事実との照合の上で，他者にも共有可能な言

葉へと発展させていくことが望まれる D

期待を込めて言えば，作品を見て生じた知

人の密かな思いつきが，適切な言葉を通して

人に共有されるとき，その作品は新しく生き

るのであり，高校生の清新な視点の中にも，

美術の力を更新していく創造的論述の萌芽が

眠っている可能性があると考える O ただしこ

の点についてのパンフレット等における支援

については， [""気づいたこと，感じたことを

大事にメモし， rなぜだろう』と，自分の答

えを探そう」との記述にとどまったO さらに

改善の余地があると考えている O

(4)芸術支援

現代社会における人々と美術との関わり

は，多様化している O 一部の専門家や収集家

のみの世界でなく，より多くの人々の内面的

な生活の質の向上，発達成長や相互理解に，

美術がどのように関わることができるのか，

これほど関われている時代はないと言えるか

もしれない。

美術教育の研究においても，例えば上浦千

津子は，高等学校と大学の連携のもとに実施

したワークショ γプの実践から，奨櫛が一般

の人々と社会の場に拓かれていく方向を教育

の現場から伝えている 22)。また，奨術教育

におけるアートマネージメントの可能性を採

る三橋純予の提案も見られる 23)0

2004年の拙稿において， r奨射を教育学j誌

上の多くの研究者による論考で「芸術による

対話的コミュニケーションの回復あるいは創

造という課題が，現代の奨術教育論において

共通の問題意識として多様な観点から論じら

れているJ24)と指摘したが， これら一連の葵

術教育研究の示す方向性を背景に，本プロジ

ェクトでも積極的に奨励する方向をとった Q

そうした可能性を様々な側関から実践しな

がら考えるジャンlレを本コンテストでは一括

して「芸術支援Jとする D 新しい概念である

ので具体的に示すことが必要と考え，応募集

内には，高校生が身近に関わることのできそ

うな活動の例を「自分の参加した奨術の授業，

アートプロジェクトやボランティア活動，ア

ートに関する調査などの体験をもとに，感じ

たことや考えたことを議-きます。Jというよ

うに列挙した。

これらの活動に参加したり，運営に携わっ

たりするような機会を積極的にとらえ，その

活動を記録に残し 自らの成長にとっての意

味，人々や社会にとっての意味， これからの

可能性や課題などについて，思いを巡らす時碕

をもってほしいとの期待を込めたものであ

る。

制作体験や作品探究のように作品という

[もの」よりも，それぞれ意志を持って動く「人

間jの活動を主な対象とするため， パンフ

レットにおける高校生へのアドバイスでは，

その場における記録の重要性を強調し， [""作

品，場所， 日程， 自擦， どんな人が参加した

のか，その反響はJ等と記載した。特に自ら

参加体験した活動の場合，その出来事に関す

る客観的な事実を，時間の経過とともにとら
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えておかなければ，人に伝わる文章として成

立させることが難しいと想定したためでもあ

るo また，文章表現に当たっては f人々の心

の動きが伝わるようにjというように，芸術

支援で主な主題となちうる，芸術活動の人間

への作用について毘を向けることを示唆し

た。

4.生徒と教師の取り組み

(1)プロジ、エクトの経過

このような基本的なコンセプトをもとに

「第 l回高校生のためのアートライタ一大

賞Jを，本学教育プロジェクト「芸術環境形

成支援のためのアートジャーナリスト養成j

の一環として平成17年度，本学教員，学生，

外部選考委員の協力により実施した。大学の

専門教育においてもアートライティング教育

は未発達である O 学生たちがこうした教育支

援プロジェクトの企画運営に携わる機会を交

えつつ，学生のライテイング教育を同時に推

進することとした。

2005年 4月から 10月の応、募期間に合計

171編の応募が寄せられ，応募者名を伏せて

本学教員と学生による第一次選考を実施，選

ばれた候補作から 外部選考委員を交えた最

終選考会議で入賞作品を決定した 25)0

コンテストに寄せられた171編のエッセイ

の完成までには，それぞれの作者と関係する

人々にとっての麗有の出来事や患いがあった

に相違なく，その価値は他人が容易に推し量

ることのできるものではない。執筆によって

それぞれの学習者がどれだ、けの進歩を遂げた

のか，文面に記された内容からうかがえる面

もあれば，例えば執筆以前の学習者の状態と

の比較などは，こうしたコンテスト形式では

把握することはできないであろう O

優秀作品の選考方法についても，様々な意

見や批判が想定しうるo 形式面と内容面につ

いての共通の判断項目を参考に，それぞれの
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選考者が護れていると判断した作品を一定数

推挙する方式をとったため，入賞したエッセ

イは多くの人から共通して支持を受けた作品

という性質をもっているo したがって，選ば

れた作品は，ある意味では現代の高校生の美

術に対する意識や取り組みを代表していると

もいえるが，結果的に 選ぶ側が共通しでも

つ価値観をも代表しているということになる

のかも知れない。

ここでは初めてのコンテスト形式による振

興策の成果と課題を示すよで，限定的ではあ

るが，最終選考で大賞と決定された 3作品

について，執筆を支えた学校での取り組みも

合わせて言及したい。

(2)制作体験の執筆例

「心Jと題されたエッセイは.自国織の「制

作体験jを綴ったものである 26)。

「絵を描いていて，不思議な感覚に襲われ

ることはないだろうか。自分ではなく，手の

方が絵を描いていて その手は自分でない何

か別の意志が動かしている， というような。J
という冒頭の警き出しは，作品制作が，単に

作者の表現の意~を実現する作業ではなく，

意識ではコントロールできない自分の中の何

かと， 自の前にしている「絵jそのものとの

聞の，予期しない相互作用であることを，作

者が体験的に気づいている， ということを示

している O

当初，作者は「生命Jを象徴するものに踏

まれた白酪像を描くことを思いつき，画面に

描かれるものを配置して描き進めていく O し

かし，絵を描いている濁に心に浮かぶのは，

今取り組んでいる作品をどのように描くかと

いう課題についてだけではなく，絵とは直接

関係ないように思われる過去の体験であっ

た。小学校のときに経験した絶望的な状況の

中で，何か自分に誇りをもてる力が欲しいと，

必死で絵の練習をした記憶。その思いと今描

いている絵に登場するモチーフが重なったと

き，絵のテーマは一般的な f生命Jではなく，



自分の人生を表わすものだとの笑感がわき上

がってきたという o

このエッセイの着自できる点は，絵に打ち

込むことで密難を克服したという，道穂教育

的な側面のみではない。それは次のような文

章に表れている。

最初.黄色にするつもりだった蜜には.大量に

赤が入った。全部をとろとろと流すつもちだった

のに，できてみると蜜、のモチーフは赤くなるにつ

れて質!惑が固まっていった。タッチが激しくなり，

線のうねりは大きくなった。固いはず、だった魚の

鱗は，いつのまにか半国体のような質感になった。

そこから落ちる雫は，光を放つようになった。そ

して，泡の模様は上昇していくさまを感じながら

ゆっくりと描いていった。

作者のみが体験できる，制作過程での直面

との対話。絵の具という物質が，まるで生き

物であるかのように変化し，絵の中で生きる

場所を見いだして，その生態系の中で役割を

果たしていく様を 言葉でとらえようとする

試みを見ることができる O

先に紹介したアートライティング教育の実

態調査の結果の中で，作品制作の意図を書く

活動が最も一般的に行われているということ

を述べた。しかし，このエッセイでは，単に

作者の表現意図を実現する過程として作品制

作をとらえる段階を超えて 制作過程全体か

ら，作者が新たに気づき，学んだことの価値

に自を向ける視点を示している O 作品が意図

した通りに作れたかどうか，また完成作品の

優劣という判断基準を超えて， 自分の人生に

とって，その作品制作がどのような意味を持

っていたかを問いかけようとする姿勢こそ

が，本来雷葉で表現できない美術の作品制作

を言葉で振り返ることの，教育上の意義の一

つであると考える O

(3)作品探究の執筆例

「盲目の人々J(エッセイの題名は対象とし

た美術作品の題名でもある)27) は.r自の見

えない人々にとって美とは何かJをテーマに

した美術の授業での討論をきっかけに，アー

テイストのソフイ・カ Jレが生まれながらにし

て自が見えない人々に取材して提示した作品

によって，奨や人間の感性，奨桁への認識が

変わっていく過程を描いている。執鎌者は，

討論の過程で実はその作品をか0て襲術館で

見たことがあることを思い出すが，そのとき

は fただただ憂いに満ちたものに映り J.ア

ーテイストの意図に探く思いを歪らせること

はなかった。授業での討論は，その作品につ

いて，期せずして再考する機会になったとい

。
、4
J

討-論の初期には， 呂の見えない人に奨を問

うという行為自体が f強者の審りのなせる残

酷な仕打ちjとする立場の意見が大勢を占め

たという o しかし， ソフイ・カ Jレの作品の中

でその問いに答える多くの患の不自由な人々

の証言を自にしていくうちに， 自に見える世

界にのみ奨が存在すると考えていた自分たち

の先入観こそ，見直すべきではないか， とい

う気づきが生じる O

仲間との前論，奨術作品，そして想像力に

よって，それまで存在すら気づいていなかっ

た豊かな世界が拓かれる様子が， まるで統者

もその認識の転換を共に追体験するかのよう

に自然に描き出されている。

このエッセイの誕生には，指導教員の授

業における一連の取り組みが背景となって

いる 28)。普通科美術工芸系クラスにおける 3

年生の選択科目「美術史Jを担当した講師は，

制作の参考としてのみ美術作品を見てしまう

生徒たちの傾向や授業に問題を感じ，自分の

自で気づく力と自分の言葉で語る力の育成を

目指して年間計題を見直す。そして教師によ

って準備された問いかけと 生徒たちからの

意見や文章執筆の活発な相互作用の中で授業

を展開した。

教師は，アーテイスト自身が， 自の見えな

い人々に美について問いかけることについて

悩んだ経験を生徒に認識させようと，作品を
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紹介する前に， 自の見えない入にとって美と

は何かを議論させたo そのあとで，ソフイ・

カjレの作品を見ながら自の見えない人々の諮

る言葉を開いた生徒たちの中に. さまざまな

きが生じていくのを教師は感じたという。

(4)芸術支援の執筆例

芸術支援の活動をとらえたエッセイ「晃過

ごしたモノは何ですかJ29)では，高等学校の

文化祭で作者たちが企画した，一般の人々を

巻き込んだアート・イベントの記録が，穣接

的なエネ jレギーに満ちた文体で描き出されて

いる o 例えば，イベントにやってきた最初の

参加者を迎えた時の出会いの光景は次のよう

に綴られている。

戸惑い顔。当日真っ白いキャンパスに最初の足

跡をつけた男の子の表情である。参加してくれた

皆が最初は戸惑い顔だ‘った。その中でも最初の最

初。いいのかどうか. とっても迷っていたように

見えた。勇気を出していたのかもしれない。不安

や緊張で一杯だったかもしれない。小さな男の子

はその一歩を力一杯賭みしめていた。恐る恐る近

付き踏み入れたのは，お爺ちゃんの手に引かれて

やって来た小さな女の子。アイコンタクトをとり

ながら.片足をパレットにつける。迷いながらも

小さな足跡を残し始めた。

長い準備のあとで迎えた当日の野外会場の

空間の広さや，足を通して伝わってくる土の

温度，集まってくれた参加者の人々の見せる

何気ない仕草や表情から受け取る心の動きな

どが，文章と，時間の経過を追った記録写真

とによって再構成され アートを通した人間

の社会的行動を伝えるという，芸術支援の密

難な課題に取り組んだ数少ない例の中の代表

ということができる O

このエッセイの背景には，担当した教諭の

長年にわたる私立女子高等学校における美術

の授業や部活動の実践がある 30)。教諭の取

り組み実績は多岐にわたるが，言葉の力や文

章表現への着目は，コンテストへの参加を契

機として始めたものである o エッセイの素材

となった文化祭イベントの企画をはじめ.積

極的に取っ組む生徒には，文撃に表現するた

めの豊富な体験内容が，それまでの奨術の活

動の中で蓄積されていたようである。

5.成果と課題

本論文では，アートライティング教育の今

後の研究発展の基礎となる，研究アプローチ

と適用形態についての枠組みと分類を提示し

た。また，後期中等教育のアートライテイン

グ振興を目指すコンテストの基本殻針につい

て，学校教育の実態と今後の奨術領域の社会

的展開をともに視野に入れ，制作体験，作品

探究，芸術支援という三種のジャンルを基礎

とする観点を明らかにした。さらに，我が国

で初めてのコンテストの実施を通して，高校

生が実際にアートエッセイの執畿において一

定以上の成果を達成することができることを

実証したということができる。

課題としては，まず本研究ではコンテスト

企画を通した実践が先行しそれを義付ける

基礎研究からのアプローチが不足している点

が挙げられるo このj互に関しては本論文で示

した研究の枠組みを基礎に，研究協力も含め

て時間をかけて発展させていくことが必要で

ある。

実践上の探究課題としては，複数の興味あ

る観点が浮かび、上がってくるo 収集された指

導方法の事例はまだわずかであり，現場での

教師との協力関係のさらなる発展も含めて，

今後も開発を進めていく余地が大きい。合わ

せて，生徒や教師への影響の調査や，他の年

齢段階での適用，また複合的アートライテイ

ングなどの多様な形態での可能性，コンテス

ト形式をとることの弊害などが探究されう

るO そもそも， よいアートライテイングとは

何か， という問題も様々な観点から考察に値

するであろう。

本論文で提示した後期中等教育におけるア



ートライテイングの振興プログラムは，その

後. 3回のアートライテイング教育研究会，

2007年に実施した第 2回のコンテストを経

て，発展しつつあるo 運動の維持発展にはコ

ストや組織運営などの現実的課題が多い。で

きうる限り現場に働きかけ，協力関係を築き

ながら，現実の運動の中で展開していく研究

のあり方は，本論文の示唆する最も大きな課

題の一つでもあると考える O
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